
保育所白組（1歳児）
・仲　旺祐さん

おうすけ

小中学校１年生
左から
・浦西　亮斗さん
・栗須　陽琉さん
・下西　　脩さん
・田中すみれさん
・辻本　結衣さん
・牧　　　輝さん

あきと

は る

ゆ い

ひかる

しゅう

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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令和７年３月31日現在

転入　３人
出生　０人
転出　11人
死亡　３人

人　口
男
女
世帯数

782人
367人
415人
503戸

先月比
11）
2）
9）
4）

（－
（－
（－
（－

入園・入学おめでとう！入園・入学おめでとう！入園・入学おめでとう！
春風に桜の花びらが舞う中、保育所では4月7日に
　　　　　　　　　　　小中学校では4月8日に入園式・入学式が挙行されました。
　　　夢と希望に胸を膨らませながら
　　　　　　新入児童・生徒は元気に新しい生活をスタートさせました。



さくら祭での防犯及び交通安全啓発活動 スポーツ公園入口付近での交通安全啓発活動

　４
月
６
日
～
４
月
15
日
の
「
春
の
交

通
安
全
県
民
運
動
」
期
間
中
の
４
月
10

日
、
奈
良
県
交
通
安
全
協
会
吉
野
支
部

と
同
協
会
下
北
山
分
会
の
、
交
通
安
全

啓
発
活
動
が
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入

口
付
近
の
国
道
１
６
９
号
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
本
年
は
、
県
民
運
動
の

実
施
に
先
だ
ち
３
月
30
日
の
さ
く
ら
祭

り
会
場
で
来
場
者
に
対
し
、
防
犯
及
び

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
合
わ
せ
て
実
施

し
ま
し
た
。

　令
和
６
年
奈
良
県
で
の
交
通
事
故
は

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
死
亡
事
故

に
よ
る
死
者
数
23
人
の
う
ち
約
６
割
を

高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
歩
行

者
が
関
係
す
る
交
通
死
亡
事
故
は
７
件

で
、
う
ち
５
件
は
高
齢
の
歩
行
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　運
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
歩

行
者
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
引
き
続
き
交

通
事
故
の
な
い「
や
す
ら
ぎ
の
大
和
路
」

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
・
啓
発
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

《
一
般
質
問
》

質
問
者
…
和
田
晃
裕 

議
員

【
質
問
】
空
き
家
の
解
体
補
助
金
に
つ

い
て

　
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の
解
体

事
業
補
助
金
が
本
村
で
は
30
万
円
。
隣

村
の
上
北
山
村
は
80
万
円
。
北
山
村
で

は
１
０
０
万
円
の
補
助
金
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
村
の
補
助
金
額
を
近
隣
市

町
村
並
み
に
上
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
解
体
に
際
し

て
家
の
片
づ
け
が
発
生
し
ま
す
。
自
前

で
出
来
る
人
は
よ
い
の
で
す
が
、
サ

ポ
ー
ト
き
な
り
等
に
頼
ん
だ
場
合
、
家

か
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
運
搬

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
を
解
決
す
る
方
法
は
無
い
の
で
し
ょ

う
か
。
２
点
質
問
を
し
ま
す
。

【
答
え
】
住
民
課
長

　
１
点
目
の
質
問
の
補
助
金
額
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
度
増
額
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
補
助
金
額
に
つ

い
て
は
近
隣
町
村
を
参
考
に
決
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
２
点
目
の
質
問
に
つ
い
て
は
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
市
町
村
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
処
分

が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
上
下
北
山
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
ら
収
集
と
運
搬
並
び
に

処
分
が
出
来
て
い
ま
す
の
で
許
可
が
下

り
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト

き
な
り
と
話
し
合
い
を
し
て
今
後
の

方
向
性
を
見
つ
け
て
い
け
た
ら
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
者
…
北 

德
次 

議
員

【
質
問
①
】
猿
害
対
策
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
獣
害
対
策
に

つ
い
て
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
サ

ル
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
は
農
業
に
従

事
す
る
も
の
に
と
っ
て
大
変
深
刻
で

す
。
柵
の
囲
い
が
あ
っ
て
も
電
線
を
通

じ
て
田
畑
を
荒
ら
し
に
来
ま
す
。
ま
た

村
に
移
住
を
行
い
、
農
業
を
生
活
の
糧

と
努
め
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
受
け
る

影
響
は
更
に
深
刻
で
す
。

　
支
援
の
充
実
や
対
策
の
強
化
を
求

め
、
村
の
獣
害
、
猿
害
対
策
の
状
況
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
村
で
は
有
害
獣
防
除
柵
設
置
補
助

金
、
獣
害
対
策
奨
励
補
助
金
、 

狩
猟
免

許
取
得
補
助
金
の
制
度
が
あ
り
、
中
で

も
有
害
獣
防
除
施
設
設
置
補
助
金
制
度

は
、
上
限
８
万
５
千
円
で
防
除
柵
の
材

料
代
に
対
し
て
補
助
金
を
支
出
し
活
用

頂
い
て
い
ま
す
。

　
質
問
の
サ
ル
が
電
線
を
通
じ
て
、
田

畑
を
荒
ら
し
に
来
る
と
い
う
お
話
で
す

が
、
現
在
電
柱
の
管
理
事
業
者
へ
有
刺

鉄
線
の
よ
う
な
も
の
が
取
り
付
け
出
来

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
調
整
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
調
整
が
出
来
ま
し
た
ら

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
質
問
②
】
農
機
具
の
購
入
支
援
に
つ

い
て

　
村
が
移
住
定
住
を
進
め
る
な
か
、
定

住
し
て
く
れ
た
住
民
の
中
に
は
、
村
内

の
田
畑
に
お
い
て
農
業
で
生
計
を
立
て

る
べ
く
希
望
し
努
力
を
し
て
い
る
方
が

少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。

　
現
在
の
農
業
に
お
い
て
生
産
性
を
上

げ
、
効
率
的
に
農
作
業
に
取
り
組
む
に

は
、
農
機
具
を
始
め
機
器
を
そ
ろ
え
る

事
は
必
要
で
、
そ
れ
は
新
規
参
入
者
に

と
っ
て
大
変
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
状
況
が

あ
り
ま
す
。
村
で
は
新
規
参
入
者
へ
の

支
援
や
、
休
耕
田
畑
対
策
、
春
マ
ナ
を

始
め
特
産
物
の
生
産
拡
大
へ
の
対
策
と

し
て
農
機
具
購
入
の
支
援
を
行
う
考
え

が
無
い
か
伺
い
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
農
機
具
の
購
入
支
援
に
つ
い
て
は
、

新
規
で
起
業
に
取
組
ま
れ
る
方
に
対
し

て
は
、
下
北
山
村
起
業
支
援
補
助
金
の

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
補

助
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

【
質
問
③
】
農
業
用
水
路
と
村
道
に
付

随
す
る
用
地
（
法
面
）
の
草
刈
に
つ
い

て　
農
業
従
事
者
が
高
齢
化
し
、
水
田
耕

作
を
す
る
者
が
減
少
す
る
中
で
、
延
長

の
長
い
農
業
用
水
路
の
維
持
作
業
は
、

水
路
を
利
用
す
る
地
域
の
田
子
組
合
に

と
っ
て
年
々
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
官
地
で
あ
り
な
が
ら
も
慣

例
と
し
て
、
田
子
の
関
係
者
で
対
応
し

て
き
た
水
路
や
道
路
に
付
随
す
る
法
面

（
土
手
地
や
傾
斜
面
）
の
草
刈
に
つ
い

て
、
用
地
を
所
有
す
る
行
政
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
ご
質
問
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
以
前

か
ら
行
っ
て
い
る
村
道
敷
の
法
面
ブ

ロ
ッ
ク
擁
壁
の
花
壇
管
理
作
業
同
様

に
、
夏
場
の
地
区
作
業
前
に
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問
者
…
平
井 

清 

議
員

【
質
問
】
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
一

人
暮
ら
し
家
庭
へ
の
支
援
対
応
に
つ
い

て　
高
齢
化
率
の
高
い
本
村
に
お
い
て
、

一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
高
齢
者
が
増
加

し
て
お
り
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が

「
孤
独
死
」
で
す
。
誰
に
も
気
づ
か
れ

ず
に
ひ
っ
そ
り
と
亡
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
、
本
村
で
も
昨
年
か
ら
日

や
時
間
が
経
過
し
た
後
発
見
さ
れ
る
事

下
北
山
村
議
会

�

３
月
定
例
会

令
和
７
年
３
月  

第
１
回
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さくら祭での防犯及び交通安全啓発活動 スポーツ公園入口付近での交通安全啓発活動

　４
月
６
日
～
４
月
15
日
の
「
春
の
交

通
安
全
県
民
運
動
」
期
間
中
の
４
月
10

日
、
奈
良
県
交
通
安
全
協
会
吉
野
支
部

と
同
協
会
下
北
山
分
会
の
、
交
通
安
全

啓
発
活
動
が
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入

口
付
近
の
国
道
１
６
９
号
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
本
年
は
、
県
民
運
動
の

実
施
に
先
だ
ち
３
月
30
日
の
さ
く
ら
祭

り
会
場
で
来
場
者
に
対
し
、
防
犯
及
び

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
合
わ
せ
て
実
施

し
ま
し
た
。

　令
和
６
年
奈
良
県
で
の
交
通
事
故
は

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
死
亡
事
故

に
よ
る
死
者
数
23
人
の
う
ち
約
６
割
を

高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
歩
行

者
が
関
係
す
る
交
通
死
亡
事
故
は
７
件

で
、
う
ち
５
件
は
高
齢
の
歩
行
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　運
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
歩

行
者
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
引
き
続
き
交

通
事
故
の
な
い「
や
す
ら
ぎ
の
大
和
路
」

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
・
啓
発
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

案
が
続
い
て
い
ま
す
。
何
と
か
命
を
繋

い
で
頂
く
こ
と
や
、
早
く
見
つ
け
て
あ

げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
と
、
心

を
痛
め
る
と
共
に
、
地
域
社
会
が
対
応

を
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
と
も
感
じ
て

い
ま
す
。

　
行
政
が
福
祉
や
医
療
を
通
じ
て
支
援

を
す
る
中
で
、
家
族
の
形
や
、
地
域
と

個
人
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し

を
促
す
方
法
や
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
技
術

を
使
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
法
が
無
い

も
の
か
と
思
い
ま
す
。
本
村
に
お
け
る

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
状
況
や
、
支

援
方
法
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
答
え
】
保
健
福
祉
課
長

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
在
宅
訪
問
、
民
生
委

員
の
訪
問
活
動
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
見

守
り
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
見
守
り
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら

し
の
安
否
軽
減
を
図
る
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

回
線
を
利
用
し
た
緊
急
通
報
装
置
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
人
口
が
２
３
７

人
。 

そ
の
内
の
約
25
％
に
当
た
る
60

人
の
方
が
、
村
内
で
家
族
の
い
な
い
一

人
暮
ら
し
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
吉
野
郡
内
町
村
の
一
人
暮
ら
し
の
緊

急
時
の
対
策
を
見
ま
し
て
も
、
本
村
と

同
様
な
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
通
報
装
置

を
利
用
し
て
い
る
町
村
が
多
く
、
緊
急

時
、
例
え
ば
入
浴
中
で
あ
る
と
か
、
急

病
で
倒
れ
た
方
に
対
応
が
出
来
る
か
と

い
う
こ
と
に
は
不
安
が
残
り
ま
す
。

　
ま
た
、
他
市
町
村
で
は
電
気
の
利
用

状
況
に
よ
る
安
否
確
認
や
、
セ
ン
サ
ー

等
の
取
り
付
け
で
安
否
確
認
を
行
う
仕

組
み
を
業
者
委
託
で
実
施
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
高
額
な
委
託

料
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
も
踏

ま
え
考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
村

民
が
自
宅
で
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し
訪

問
活
動
を
増
や
し
、
ま
た
見
守
り
の
強

化
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
現
在
は
保
健
福
祉
課
内
で
、
80
歳

以
上
の
方
で
家
族
が
村
内
に
い
な
い
方

の
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
、
定
期
的
に
電

話
等
に
よ
り
状
況
の
確
認
や
、
連
絡
の

取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
訪
問
を
し
た

り
、
近
所
の
方
を
訪
ね
た
り
と
、
日
頃

の
様
子
を
確
認
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
見
守
り
だ
け
で
は
な
く
、
訪

問
時
に
介
護
予
防
教
室
へ
の
参
加
を
促

し
、
引
き
こ
も
り
等
に
な
ら
な
い
よ
う

な
、
啓
発
活
動
も
併
せ
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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第38回
　３月３０日（日）に“さくら祭”が晴天のもと、盛大に開催されました。
　開催直前まで開花状況が心配されましたが、連日の暖かさで桜の開花も間に合い、会場を訪れた皆様に綺麗な桜
を堪能していただくことが出来ました。当日は地域色豊かなステージイベントが次々と披露され、会場を盛り上げま
した。また、桜並木沿いには地元の物産店や出店が軒を連ね、多くの方々で賑わっていました。

下北山小中学校の生徒による元気いっぱいの下北山ソーラン

別府深緒さんによる
鍵盤弾き語り♪

さらたにさらたさんによる
アコースティックギター弾き語り

宵凪（よいなぎ）さんによる
和風オリジナル曲　歌、演奏♪

桜鼓（おうこ）さんによる迫力満点の和太鼓演奏

38A（サンパチエー）さんによる歌、
ギター演奏

ブルーコントレイルさんによる
アコースティックギターとフルートの
弾き語り

仲奈央子さんによる
エレクトーン弾き語り♪

ポンド＆クッ
キーさんに

よる

フォークソ
ング演奏

さくら祭開催さくら祭開催
地元の物産展や特産品販売

近隣市町村物産展や地元野菜の販売

吉野警察署によるパトカー展示やキッズポリス制服着用＆写真撮影

祭りの最後には、抽選会や餅まきも行われました！

つちのこくんクッキー
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〈
着
任
・
教
頭
〉

　釘
貫

　一
真

　（
上
牧
小
学
校
よ
り
）

〈
着
任
・
教
諭
〉

　福
本

　悠
人

　（
斑
鳩
南
中
学
校
よ
り
）

〈
着
任
・
教
諭
〉

　栗
本

　鈴
美

　（
野
迫
川
小
中
学
校
よ
り
）

〈
着
任
・
教
諭
〉

　明
山

　耕
太
郎

　（
新
規
採
用
）

〈
着
任
・
教
諭
〉

　工
藤

　凜

　（
新
規
採
用
）

〈
着
任
・
講
師
〉

　川
添

　義
斗

　（
新
規
採
用
）

〈
離
任
〉

　藤
本

　英
樹

　久
保

　憩

　戸
梶

　秀
人

〈
退
職
〉

　幸
所

　こ
ず
え

〈
新
規
採
用
〉

　桑
添

　翔
太

　4
月
1
日
付

　（
農
林
建
設
課
・
主
事
補
）

　中
村

　優
真

　4
月
1
日
付

　（
保
健
福
祉
課
・
主
事
補
）

　齋
藤

　慎
之
介

　5
月
1
日
付

　（
地
域
振
興
課
・
主
事
補
）

【
小
中
学
校
】

【
役

　場
】

人
事
異
動

〈
異
動
〉

　谷
口

　英
雄

　［
教
育
委
員
会
・
次
長
］

（
住
民
課
よ
り
）

　平
尾

　孝
二

　［
住
民
課
・
課
長
］

（
教
育
委
員
会
よ
り
）

　森
田

　千
佳

　［
教
育
委
員
会
・
係
長
］

（
下
北
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
）

　下
西

　祐
子

　［
地
域
振
興
課
・
主
査
］

（
保
健
福
祉
課
よ
り
）

　和
田

　珠
希

　［
保
健
福
祉
課
・
主
事
補
］

（
教
育
委
員
会
よ
り
）

〈
異
動
・
昇
任
〉

　栗
山

　有
佳

　［
総
務
課
・
主
事
］

（
地
域
振
興
課
よ
り
）

〈
昇
格
〉

　上
平

　俊

　［
地
域
振
興
課
・
主
査
］

　仲

　怜
里

　［
総
務
課
・
主
査
］

〈
昇
任
〉

　中
村

　聖
仁

　［
住
民
課
・
主
事
］

〈
退
職
〉

　今
村

　智
香
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　は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
下
北
山

村
診
療
所
に
赴
任
し
ま
し
た
船
迫
哲
也

で
す
。
2
0
2
2
年
に
自
治
医
科
大
学

を
卒
業
し
、
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
2
年
間
の
初
期
研
修
を
修
了
し

ま
し
た
。
昨
年
度
は
南
奈
良
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
総
合
診
療
科
で
1
年
間
、

地
域
医
療
に
従
事
す
る
経
験
を
積
み
ま

し
た
。
今
年
度
よ
り
下
北
山
村
診
療
所

の
所
長
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。
皆
様
が

安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
は
診
療
所
の

移
転
新
築
と
い
う
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
り
ま
す
。
滞
り
な
く
、
診
療
所

の
移
転
を
行
え
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
診
療
所
の
開
設

を
楽
し
み
に
お
待
ち
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。
私
自
身
は
奈
良
医
大
の
消

化
器
内
科
に
属
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
よ
り
休
診
日
は
火
曜
日
に
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
私
は
奈
良
県
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
に
て
内
視
鏡
検
査
の
研
修
を

実
施
し
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
ご
不

便
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
研
修
で

得
た
経
験
を
診
療
等
を
通
し
て
皆
様
に

還
元
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　高
齢
者
の
健
康
を
保
持
・
増
進
し
、

生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
を
図
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
健
診
対
象
者
】

　75
歳
・
80
歳
・
85
歳（
４
月
１
日
現
在
）

の
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

【
健
診
料
】
無
料

【
実
施
期
間
】

　６
月
１
日
～
11
月
30
日
ま
で

【
実
施
方
法
】
一
般
社
団
法
人
奈
良
県

歯
科
医
師
会
に
属
す
る
奈
良
県
の
歯
科

医
療
機
関
に
て
、
口
腔
健
診
を
実
施

◎
口
腔
健
診
の
申
込
み
方
法

　口
腔
健
診
実
施
歯
科
医
療
機
関
一
覧

表
（
一
部
抜
粋
）
に
あ
る
歯
科
医
療
機

関
へ
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
き
、
受

診
当
日
に
健
診
券
（
は
が
き
）※

・
マ

イ
ナ
保
険
証
、
資
格
確
認
書
ま
た
は
、

被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

健
診
券
（
は
が
き
）
は
５
月
下
旬
に

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

よ
り
健
診
対
象
者
へ
送
付
さ
れ
ま

す
。

【
お
問
合
せ
】

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
業
課

☎
０
７
４
４

－

２
９

－

８
４
３
０

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

下北山村診療所

船　迫　哲　也

就任ご挨拶

下北山村歯科診療所

笹木歯科医院

辻井歯科医院

土井歯科医院

今元歯科医院

岡下歯科医院

今西歯科医院

尾上歯科医院

うえむら歯科医院

川上村歯科診療所

〒639-3803

〒369-3114

〒369-3103

〒369-3112

〒638-0821

〒638-0821

〒638-3821

〒639-3126

〒638-0812

〒639-3543

下北山村寺垣内 1033

吉野町丹治 135-3

吉野町平尾 312

吉野町立野 222-1

大淀町下渕 195-1

大淀町下渕 908-1

大淀町下渕 96

大淀町新野 241-1

大淀町桧垣 1677-1

川上村大滝 30

☎07468-6-0130

☎0746-32-5048

☎0746-32-8134

☎0746-32-2623

☎0747-52-0821

☎0747-52-2266

☎0747-52-7841

☎0746-32-0006

☎0747-52-2468

☎0746-53-2088

後
期
高
齢
者
を
対
象
に

「
お
口
の
健
康
診
査
」
口
腔
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

口腔健診実施歯科医療機関一覧表※一部抜粋　
　　　　　　　　　　　　　吉野町・大淀町・川上村・下北山村
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］
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仁
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　桜
も
終
わ
り
を
迎
え
、
新
緑
の
ま
ぶ

し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
ね
。
あ
た
た

か
い
日
差
し
に
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
び

ま
す
。

◎「
男
性
向
け
！
夜
ヨ
ガ
教
室
」

　ヨ
ガ
に
興
味
は
あ
る
け
ど
、
女
性
が

多
い
中
に
行
く
の
は
…
そ
ん
な
男
性
の

皆
さ
ん
に
お
勧
め
の
少
し
ハ
ー
ド
な
ヨ

ガ
教
室
で
す
！

※
女
性
の
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。

マ
ッ
ト
の
配
置
場
所
な
ど
配
慮
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
13
日
（
火
）

　
　
　
午
後
7
時
～
午
後
8
時
30
分

【
講
師
】
桝
井

　紋
子
先
生

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　初
夏
の
風
を
感
じ
つ
つ
、
下
北
山
村

の
魅
力
を
一
緒
に
再
発
見
し
ま
せ
ん

か
？

【
日
時
】
5
日
15
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
講
師
】
松
岡

　岳
史
先
生

【
場
所
】
県
道
4
2
5
沿
い
住
吉
神
社

付
近
の
待
機
所

※
集
合
場
所
が
分
か
り
に
く
い
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
水
分
補
給
用
飲
み
物
、
運

動
靴
、
帽
子
、
等

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

◎
ご
長
寿
企
画
！
脳
ト
レ
＆
体
操

　み
ん
な
で
楽
し
く
認
知
症
予
防
！
家

か
ら
出
る
の
は
面
倒
だ
け
ど
…
参
加
し

た
ら
絶
対
楽
し
い
！

【
日
時
】
5
月
15
日
（
木
）

　午
後
1
時
30
分
～
午
後
2
時
10
分

【
講
師
】
松
岡

　岳
史
先
生

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　（
６
―
０
０
１
５
）

　令
和
７
年
３
月
に
第
３
次
健
康
し
も
き
た
21
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
よ
り

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　１
回
目
は
、
健
診
受
診
率
に
つ
い
て
で
す
。
本
村
は
、
奈
良
県
、
全
国
と
比
較
し

て
も
高
い
受
診
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
受
診
率
・
が
ん
検
診
受
診
率
と
も

に
60
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　５
月
25
日
（
日
）
、
26
日
（
月
）
の
総
合
健
診
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
頂
き
、
病
気
知

ら
ず
の
元
気
村
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

病
気
知
ら
ず
の
元
気
村

　～
健
康
し
も
き
た
豆
知
識
①
～
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せ
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迎
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、
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と
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ま
し
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ね
。
あ
た
た

か
い
日
差
し
に
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わ
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は
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る
け
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が

多
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く
の
は
…
そ
ん
な
男
性
の

皆
さ
ん
に
お
勧
め
の
少
し
ハ
ー
ド
な
ヨ

ガ
教
室
で
す
！

※
女
性
の
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。

マ
ッ
ト
の
配
置
場
所
な
ど
配
慮
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
13
日
（
火
）

　
　
　
午
後
7
時
～
午
後
8
時
30
分

【
講
師
】
桝
井

　紋
子
先
生

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　初
夏
の
風
を
感
じ
つ
つ
、
下
北
山
村

の
魅
力
を
一
緒
に
再
発
見
し
ま
せ
ん

か
？

【
日
時
】
5
日
15
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
講
師
】
松
岡

　岳
史
先
生

【
場
所
】
県
道
4
2
5
沿
い
住
吉
神
社

付
近
の
待
機
所

※
集
合
場
所
が
分
か
り
に
く
い
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
水
分
補
給
用
飲
み
物
、
運

動
靴
、
帽
子
、
等

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

◎
ご
長
寿
企
画
！
脳
ト
レ
＆
体
操

　み
ん
な
で
楽
し
く
認
知
症
予
防
！
家

か
ら
出
る
の
は
面
倒
だ
け
ど
…
参
加
し

た
ら
絶
対
楽
し
い
！

【
日
時
】
5
月
15
日
（
木
）

　午
後
1
時
30
分
～
午
後
2
時
10
分

【
講
師
】
松
岡

　岳
史
先
生

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　（
６
―
０
０
１
５
）

　令
和
７
年
３
月
に
第
３
次
健
康
し
も
き
た
21
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
よ
り

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　１
回
目
は
、
健
診
受
診
率
に
つ
い
て
で
す
。
本
村
は
、
奈
良
県
、
全
国
と
比
較
し

て
も
高
い
受
診
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
受
診
率
・
が
ん
検
診
受
診
率
と
も

に
60
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　５
月
25
日
（
日
）
、
26
日
（
月
）
の
総
合
健
診
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
頂
き
、
病
気
知

ら
ず
の
元
気
村
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

病
気
知
ら
ず
の
元
気
村

　～
健
康
し
も
き
た
豆
知
識
①
～
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　村内の求人情報

【仕事内容】
ムラカラHOME（障害福祉サービスのグループホーム）
での清掃及び食事づくり
【募集人数】
1名
【募集期間】
2025年9月末頃まで
【問い合わせ先】
080-9181-1395

アルバイト

【仕事内容】
ホールスタッフ
宿泊施設の清掃
【募集人数】
2名
【募集期間】
随時募集
【問い合わせ先】
0742-87-2616

アングラーズベース下北山

業務委託 一般社団法人下北山つちのこパーク

【仕事内容】
フードコーディネーター
商品を活用したアレンジレシピの開発と撮影用の調理
【募集人数】
若干名
【募集期間】
随時募集
【問い合わせ先】
07468-6-0070

アルバイト株式会社リヴァ

▲詳しい求人情報はこちら

●村内の事業所の方々へ
求人情報を掲載しませんか？
村内の求人情報を掲載したい方は地域振興課までご相談くだ
さい。※掲載まで一定のお時間をいただきます。
あらかじめご了承ください。
【問い合わせ先】地域振興課　6-0074

●求人情報について
求人情報は、商工会を通じて取りまとめをさせていただき
掲載しています。本掲載は仕事について斡旋するものでは
なく、あくまで紹介するためのものです。求人情報につい
て詳しく知りたい方は、各事業者のお問合せ先までご連絡
ください。

▲詳しい求人情報はこちら

▲詳しい求人情報はこちら

     村内で働く先をお探しの方は、各事業所までお問い合わせください。

６月20日㈮佐田公民館

８月20日㈬桑原公民館

10月20日㈪池原公民館

12月22日㈪池峰公民館

２月20日㈮浦向生活改善センター

※相談時間は10時～12時です。

【行政相談とは】国や県、役所の仕事について意見や要望、わからないことを

行政相談委員に相談し、課題解決や実現を促進する制度です。

行政相談委員が公正・中立な立場で解決に向けて活動します。

相談は無料のため、お困りごとがございましたら行政相談を

ご活用ください。

【お問い合わせ先】下北山村役場総務課　行政相談係　℡07468-6-0001

≪令和７年度行政相談の日程について≫

○運用開始日時

　令和７年３月24日（月）９時00分

○概　　要

　映像通報システム「Live119」（以下、「Live119」）とは、スマートフォンからの119番通報時に、

指令員が必要と判断し、通報者の了承が得られたのち、通報者と指令員との間で映像の送受

信が可能となるシステムです。

　通報者が言葉では伝えることが難しい状況を、通信員は映像で確認できるため、災害状況

の早期把握に繋がります。また指令員から応急手当映像を通報者に送信することもでき、救

命率を向上させることが期待できます。

※「Live119」使用時に発生する通信費は通報者の負担となります。

　（１分間に15～30ＭＢ）

※「Live119」の使用にあたり、事前登録やアプリのダウンロードは不要です。

　詳しくは、組合のホームページをご覧ください。

　URL：http://www.naraksk119.jp/

○問い合わせ先

　奈良県広域消防組合 消防本部警防部通信指令課

　「映像通報システム（Live119）」担当

　０７４４－２６－０１１５

　令和７年度 労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新期間は、６月２日（月）から７

月10日（木）までとなりますので、期間中の申告・納付をお願いします。

電子申請の利用又は郵送による提出が可能です。

年度更新申告書は、５月末頃に発送予定です。

※令和７年４月１日付で、雇用保険率が改定されていますので、令和７年度概算保険料算定

時はご注意ください。

詳しくは、下記までお問い合わせください。

奈良労働局総務部 労働保険徴収室

ＴＥＬ　０７４２－３２－０２０３

または、管轄労働基準監督署・ハローワーク（公共職業安定所）

奈良県広域消防組合　映像通報システム「Live119」導入
「通報者と指令員を映像で繋ぐ!!」

事業主の皆様へ
～労働保険年度更新のご案内～
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６月20日㈮佐田公民館

８月20日㈬桑原公民館

10月20日㈪池原公民館

12月22日㈪池峰公民館

２月20日㈮浦向生活改善センター

※相談時間は10時～12時です。

【行政相談とは】国や県、役所の仕事について意見や要望、わからないことを

行政相談委員に相談し、課題解決や実現を促進する制度です。

行政相談委員が公正・中立な立場で解決に向けて活動します。

相談は無料のため、お困りごとがございましたら行政相談を

ご活用ください。

【お問い合わせ先】下北山村役場総務課　行政相談係　℡07468-6-0001

≪令和７年度行政相談の日程について≫

○運用開始日時

　令和７年３月24日（月）９時00分

○概　　要

　映像通報システム「Live119」（以下、「Live119」）とは、スマートフォンからの119番通報時に、

指令員が必要と判断し、通報者の了承が得られたのち、通報者と指令員との間で映像の送受

信が可能となるシステムです。

　通報者が言葉では伝えることが難しい状況を、通信員は映像で確認できるため、災害状況

の早期把握に繋がります。また指令員から応急手当映像を通報者に送信することもでき、救

命率を向上させることが期待できます。

※「Live119」使用時に発生する通信費は通報者の負担となります。

　（１分間に15～30ＭＢ）

※「Live119」の使用にあたり、事前登録やアプリのダウンロードは不要です。

　詳しくは、組合のホームページをご覧ください。

　URL：http://www.naraksk119.jp/

○問い合わせ先

　奈良県広域消防組合 消防本部警防部通信指令課

　「映像通報システム（Live119）」担当

　０７４４－２６－０１１５

　令和７年度 労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新期間は、６月２日（月）から７

月10日（木）までとなりますので、期間中の申告・納付をお願いします。

電子申請の利用又は郵送による提出が可能です。

年度更新申告書は、５月末頃に発送予定です。

※令和７年４月１日付で、雇用保険率が改定されていますので、令和７年度概算保険料算定

時はご注意ください。

詳しくは、下記までお問い合わせください。

奈良労働局総務部 労働保険徴収室

ＴＥＬ　０７４２－３２－０２０３

または、管轄労働基準監督署・ハローワーク（公共職業安定所）

奈良県広域消防組合　映像通報システム「Live119」導入
「通報者と指令員を映像で繋ぐ!!」

事業主の皆様へ
～労働保険年度更新のご案内～
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●
令
和
7
年
3
月
末
の
奈
良
県
内
刑
法
犯

認
知
件
数
【
暫
定
値
】

1
4
2
6
件
（
前
年
比
＋
7
件
）

•
主
な
も
の

①
特
殊
詐
欺

被
害
件
数

84
件
（
前
年
比
＋
34
件
）

被
害
額

約
5
億
1
2
9
0
万
円

②
S
N
S 

型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

被
害
件
数

28
件
（
前
年
比
－
29
件
）

被
害
額

約
3
億
5
9
3
0
万
円

③
住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
（
空
き
巣
な
ど
）

被
害
件
数
39
件
（
前
年
比
＋
18
件
）

無
施
錠
率

69
パ
ー
セ
ン
ト

④
自
転
車
盗

被
害
件
数
1
7
6
件
（
前
年
比
＋
12
件
）

無
施
錠
率
73
パ
ー
セ
ン
ト

●
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
特
殊
詐
欺

駐在さん通信駐在さん通信

　特
殊
詐
欺
は
毎
年
新
た
な
手
法
が
出
現

し
、
手
口
が
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

　官
公
庁
の
職
員
や
察
官
、
銀
行
員
、
弁

護
士
な
ど
を
名
乗
る
電
話
が
突
然
か
か
っ

て
き
た
ら
要
注
意
で
す
。
ま
ず
は
一
旦
電

話
を
切
り
、
身
近
な
人
や
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

②
S
N
S
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

　ネ
ッ
ト
で
知
り
合
い
、
日
常
の
話
題
や

趣
味
の
話
で
意
気
投
合
し
た
相
手
か
ら

「
必
ず
も
う
か
る
」
投
資
話
を
持
ち
か
け

ら
れ
る
…
、
こ
れ
は
要
注
意
で
す
。

　異
性
が
、
様
々
な
理
由
で
金
銭
を
要
求

し
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　日
常
の
話
や
趣
味
等
の
話
か
ら
金
銭
の

話
に
変
わ
れ
ば
、
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ

い
。

③
住
宅
対
象
侵
入
窃
盗

　昨
年
に
比
べ
、
空
き
巣
等
の
被
害
が
3

月
時
点
で
18
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　被
害
に
遭
う
お
家
の
特
徴
と
し
て
無
施

錠
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
実
に

被
害
の
約
7
割
が
無
施
錠
で
し
た
。

　さ
ら
に
、
犯
人
の
約
半
数
が
「
窓
」
か

ら
侵
入
し
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て

•
外
出
時
や
就
寝
時
は
雨
戸
を
閉
め
る

•
在
宅
時
も
目
の
届
か
な
い
場
所
に
あ
る

ド
ア
（
勝
手
口
な
ど
）
や
窓
を
施
錠
す

る
•
窓
に
防
狙
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る

•
合
鍵
を
自
宅
の
外
（
ポ
ス
ト
や
玄
関
付

近
な
ど
）
に
置
か
な
い

な
ど
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　犯
人
は
「
お
金
の
あ
り
そ
う
な
家
」
よ

り
も
「
侵
入
し
や
す
そ
う
な
家
」
を
狙
っ

て
い
ま
す
。

④
自
転
車
盗

　被
害
の
絶
え
な
い
自
転
車
盗
で
す
が
、

3
月
時
点
昨
年
比
で
12
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
最
も
有
効
な
盗
難
対
策
は
、
錠
を
か

け
る
こ
と
で
す
。
被
害
に
遭
っ
た
自
転
車

の
無
施
錠
率
は
73
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
10
件

の
う
ち
7
件
が
無
施
錠
で
し
た
。

　無
施
錠
の
自
転
車
が
狙
わ
れ
て
い
る
の

は
明
ら
か
で
、
施
錠
す
る
こ
と
で
被
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
施
錠
を
す
る
際
、
2
つ

の
違
う
種
類
の
錠
（
例
え
ば
か
ん
ぬ
き
錠

と
ワ
イ
ヤ
ー
錠
）
を
か
け
れ
ば
よ
り
効
果

的
で
す
。

●
大
型
連
休
中
の
交
通
事
故
に
注
意

　連
休
中
、
車
で
出
か
け
る
機
会
も
増
え

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
時
期
、
運
転
に
不
慣
れ
な
方
、
初

め
て
行
く
場
所
で
地
理
不
案
内
な
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

　運
転
に
は
緊
張
感
と
ゆ
と
り
を
も
っ

て
、
交
通
事
故
や
交
通
違
反
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

●
寺
垣
内
駐
在
所
勤
務
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　は
じ
め
ま
し
て
。
3
月
28
日
付
け
で
吉

野
警
察
署
寺
垣
内
駐
在
所
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
、
平
松
悟
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平
成
6
年
に
奈
良
県
警
察
官
を
拝
命
し

ま
し
た
警
察
官
歴
30
年
の
53
歳
で
す
。

　今
回
の
異
動
で
、
奈
良
市
に
あ
る
奈
良

警
察
署
古
市
南
駐
在
所
か
ら
参
り
ま
し

た
。　自

然
豊
か
な
地
域
に
お
け
る
駐
在
所
勤

務
は
、
私
自
身
希
望
し
て
い
た
職
場
で
あ

り
、
希
望
が
叶
っ
た
喜
び
と
と
も
に
、
地

域
の
平
穏
を
担
う
責
任
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　当
駐
在
所
の
受
け
持
つ
下
北
山
村
は
、

他
県
と
の
県
境
に
接
し
観
光
の
名
所
で
あ

り
、
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
人
の
往
来
も
多
い
こ
と
か
ら
、
駐

在
所
と
し
て
交
通
事
故
の
抑
止
、
各
種
犯

罪
の
防
止
な
ど
、
治
安
の
砦
と
し
て
関
係

機
関
と
協
力
し
、
公
正
か
つ
親
切
で
親
し

ま
れ
る
「
駐
在
さ
ん
」
を
目
指
し
て
職
務

に
臨
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

寺垣内駐在所
平松悟巡査部長

　令和５年６月２日、戸籍法（昭和22年法律第224号）

の一部改正を含む「行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改

正する法律」（令和５年法律第48号。以下「改正法」

といいます。）が成立し、同月９日に公布されました。

　従前、氏名の振り仮名（フリガナ）は戸籍上公証さ

れていませんでしたが、この改正法の施行により、戸

籍の記載事項に、新たに氏名のフリガナが追加される

ことになりました。改正法は、令和７年５月26日に施

行されます。

　振り仮名の通知は令和７年５月26日以降、順次送付

予定です。

　詳しくは下記をご確認ください。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

森

　岡

　直

　美 

さ
ん
（
佐

　田
）

４
月
７
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
72
才

德

　本

　静

　子 
さ
ん
（
上
桑
原
）

４
月
12
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
89
才

下
池
原
（
４
月
７
日
）

奥

　
　
　博

　樹

　さ
ん

桜
井
市
（
４
月
10
日
）

森

　岡

　良

　和

　さ
ん

上
桑
原
（
４
月
21
日
）

德

　本

　貢

　一

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸籍へ氏名の
振り仮名記載について

お
詫
び
と
訂
正

　4
月
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
、
円
グ
ラ
フ
の
見
出
し
の
金
額

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
一
般
会
計
23
億
３
，
３
０
０
万

【
正
】
一
般
会
計
23
億
３
，
０
０
０
万

総務省ホームページ
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●
令
和
7
年
3
月
末
の
奈
良
県
内
刑
法
犯

認
知
件
数
【
暫
定
値
】

1
4
2
6
件
（
前
年
比
＋
7
件
）

•
主
な
も
の

①
特
殊
詐
欺

被
害
件
数

84
件
（
前
年
比
＋
34
件
）

被
害
額

約
5
億
1
2
9
0
万
円

②
S
N
S 

型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

被
害
件
数

28
件
（
前
年
比
－
29
件
）

被
害
額

約
3
億
5
9
3
0
万
円

③
住
宅
対
象
侵
入
窃
盗
（
空
き
巣
な
ど
）

被
害
件
数
39
件
（
前
年
比
＋
18
件
）

無
施
錠
率

69
パ
ー
セ
ン
ト

④
自
転
車
盗

被
害
件
数
1
7
6
件
（
前
年
比
＋
12
件
）

無
施
錠
率
73
パ
ー
セ
ン
ト

●
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
特
殊
詐
欺

駐在さん通信駐在さん通信

　特
殊
詐
欺
は
毎
年
新
た
な
手
法
が
出
現

し
、
手
口
が
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

　官
公
庁
の
職
員
や
察
官
、
銀
行
員
、
弁

護
士
な
ど
を
名
乗
る
電
話
が
突
然
か
か
っ

て
き
た
ら
要
注
意
で
す
。
ま
ず
は
一
旦
電

話
を
切
り
、
身
近
な
人
や
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

②
S
N
S
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

　ネ
ッ
ト
で
知
り
合
い
、
日
常
の
話
題
や

趣
味
の
話
で
意
気
投
合
し
た
相
手
か
ら

「
必
ず
も
う
か
る
」
投
資
話
を
持
ち
か
け

ら
れ
る
…
、
こ
れ
は
要
注
意
で
す
。

　異
性
が
、
様
々
な
理
由
で
金
銭
を
要
求

し
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　日
常
の
話
や
趣
味
等
の
話
か
ら
金
銭
の

話
に
変
わ
れ
ば
、
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ

い
。

③
住
宅
対
象
侵
入
窃
盗

　昨
年
に
比
べ
、
空
き
巣
等
の
被
害
が
3

月
時
点
で
18
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　被
害
に
遭
う
お
家
の
特
徴
と
し
て
無
施

錠
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
実
に

被
害
の
約
7
割
が
無
施
錠
で
し
た
。

　さ
ら
に
、
犯
人
の
約
半
数
が
「
窓
」
か

ら
侵
入
し
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て

•
外
出
時
や
就
寝
時
は
雨
戸
を
閉
め
る

•
在
宅
時
も
目
の
届
か
な
い
場
所
に
あ
る

ド
ア
（
勝
手
口
な
ど
）
や
窓
を
施
錠
す

る
•
窓
に
防
狙
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る

•
合
鍵
を
自
宅
の
外
（
ポ
ス
ト
や
玄
関
付

近
な
ど
）
に
置
か
な
い

な
ど
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　犯
人
は
「
お
金
の
あ
り
そ
う
な
家
」
よ

り
も
「
侵
入
し
や
す
そ
う
な
家
」
を
狙
っ

て
い
ま
す
。

④
自
転
車
盗

　被
害
の
絶
え
な
い
自
転
車
盗
で
す
が
、

3
月
時
点
昨
年
比
で
12
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
最
も
有
効
な
盗
難
対
策
は
、
錠
を
か

け
る
こ
と
で
す
。
被
害
に
遭
っ
た
自
転
車

の
無
施
錠
率
は
73
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
10
件

の
う
ち
7
件
が
無
施
錠
で
し
た
。

　無
施
錠
の
自
転
車
が
狙
わ
れ
て
い
る
の

は
明
ら
か
で
、
施
錠
す
る
こ
と
で
被
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
施
錠
を
す
る
際
、
2
つ

の
違
う
種
類
の
錠
（
例
え
ば
か
ん
ぬ
き
錠

と
ワ
イ
ヤ
ー
錠
）
を
か
け
れ
ば
よ
り
効
果

的
で
す
。

●
大
型
連
休
中
の
交
通
事
故
に
注
意

　連
休
中
、
車
で
出
か
け
る
機
会
も
増
え

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
時
期
、
運
転
に
不
慣
れ
な
方
、
初

め
て
行
く
場
所
で
地
理
不
案
内
な
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

　運
転
に
は
緊
張
感
と
ゆ
と
り
を
も
っ

て
、
交
通
事
故
や
交
通
違
反
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

●
寺
垣
内
駐
在
所
勤
務
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　は
じ
め
ま
し
て
。
3
月
28
日
付
け
で
吉

野
警
察
署
寺
垣
内
駐
在
所
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
、
平
松
悟
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平
成
6
年
に
奈
良
県
警
察
官
を
拝
命
し

ま
し
た
警
察
官
歴
30
年
の
53
歳
で
す
。

　今
回
の
異
動
で
、
奈
良
市
に
あ
る
奈
良

警
察
署
古
市
南
駐
在
所
か
ら
参
り
ま
し

た
。　自

然
豊
か
な
地
域
に
お
け
る
駐
在
所
勤

務
は
、
私
自
身
希
望
し
て
い
た
職
場
で
あ

り
、
希
望
が
叶
っ
た
喜
び
と
と
も
に
、
地

域
の
平
穏
を
担
う
責
任
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　当
駐
在
所
の
受
け
持
つ
下
北
山
村
は
、

他
県
と
の
県
境
に
接
し
観
光
の
名
所
で
あ

り
、
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
人
の
往
来
も
多
い
こ
と
か
ら
、
駐

在
所
と
し
て
交
通
事
故
の
抑
止
、
各
種
犯

罪
の
防
止
な
ど
、
治
安
の
砦
と
し
て
関
係

機
関
と
協
力
し
、
公
正
か
つ
親
切
で
親
し

ま
れ
る
「
駐
在
さ
ん
」
を
目
指
し
て
職
務

に
臨
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

寺垣内駐在所
平松悟巡査部長

　令和５年６月２日、戸籍法（昭和22年法律第224号）

の一部改正を含む「行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改

正する法律」（令和５年法律第48号。以下「改正法」

といいます。）が成立し、同月９日に公布されました。

　従前、氏名の振り仮名（フリガナ）は戸籍上公証さ

れていませんでしたが、この改正法の施行により、戸

籍の記載事項に、新たに氏名のフリガナが追加される

ことになりました。改正法は、令和７年５月26日に施

行されます。

　振り仮名の通知は令和７年５月26日以降、順次送付

予定です。

　詳しくは下記をご確認ください。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

森

　岡

　直

　美 

さ
ん
（
佐

　田
）

４
月
７
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
72
才

德

　本

　静

　子 

さ
ん
（
上
桑
原
）

４
月
12
日
逝
去

　
　
　
　

享
年
89
才

下
池
原
（
４
月
７
日
）

奥

　
　
　博

　樹

　さ
ん

桜
井
市
（
４
月
10
日
）

森

　岡

　良

　和

　さ
ん

上
桑
原
（
４
月
21
日
）

德

　本

　貢

　一

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸籍へ氏名の
振り仮名記載について

お
詫
び
と
訂
正

　4
月
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
、
円
グ
ラ
フ
の
見
出
し
の
金
額

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
一
般
会
計
23
億
３
，
３
０
０
万

【
正
】
一
般
会
計
23
億
３
，
０
０
０
万
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保育所白組（1歳児）
・仲　旺祐さん

おうすけ

小中学校１年生
左から
・浦西　亮斗さん
・栗須　陽琉さん
・下西　　脩さん
・田中すみれさん
・辻本　結衣さん
・牧　　　輝さん

あきと

は る

ゆ い

ひかる

しゅう

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和７年 （2025） 月号　No.8155

下北山スポーツ公園の桜

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内1002番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和７年３月31日現在

転入　３人
出生　０人
転出　11人
死亡　３人

人　口
男
女
世帯数

782人
367人
415人
503戸

先月比
11）
2）
9）
4）

（－
（－
（－
（－

入園・入学おめでとう！入園・入学おめでとう！入園・入学おめでとう！
春風に桜の花びらが舞う中、保育所では4月7日に
　　　　　　　　　　　小中学校では4月8日に入園式・入学式が挙行されました。
　　　夢と希望に胸を膨らませながら
　　　　　　新入児童・生徒は元気に新しい生活をスタートさせました。
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